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台風による災害に遭われた町民の皆様へ、慎んでお見舞い申し上げます。
１日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。 　　　　　伊仙町議会議員一同

伊仙町議会だより

㊗町政施行50周年記念

町政施行５０周年を記念して開催された地元校区との合同運動会。
全校生徒による「鹿浦ソーラン節」で、運動会に華を添えました。

（写真提供：鹿浦小学校）



議　会　だ　よ　り平成24年11月 （２）

科目別歳入状況
（単位：千円）

科目別歳出状況
（単位：千円）

平成２３年度伊仙町一般会計他６特別会計歳入歳出決算報告
～　一般会計は１億２９８１万９９２２円の黒字決算も、歳入は前年度比－２４．９％減　～

繰入金	 	 　 　3,182（0.1％）
繰越金	 	 　126,007（2.3％）
諸収入	 	 　　73,676（1.3％）
分担金及び負担金　　60,084（1.1％）
使用料及び手数料　　54,640（1.0％）
財産収入	 　　 7,649（0.1％）
寄付金	 	 　　 5,264（0.1％）

地方譲与税　　　　　81,696（1.5％）
利子割交付金　　　　　 652（　-％）
配当割交付金　　　　　 415（　-％）
株式等所得交付金　　　　65（　-％）
地方消費税交付金　　48,024（0.9％）
自動車取得税交付金　10,091（0.2％）
地方特例交付金　　　14,062（0.3％）
交通安全特別交付金　  1,682（　-％）

町税　　285,086（5.2％）

議会費　107,054（2.0％）

商工費　 46,590（0.9％） 労働費　 64,249（1.2％）

災害復旧費
63,009
（1.2％）

消防費
198,935
（3.7％）

県支出金
380,921
（6.9％）



議　会　だ　よ　り 平成24年11月（３）

○一般会計歳入歳出決算まとめ（単位：円）

歳入歳出差引残高 １億２９８１万９９２２円

財政調整基金積立金 ８０００万００００円

翌年度繰越額 ４９８１万９９２２円

○特別会計歳入歳出決算まとめ（単位：円）

・国民健康保険特別会計歳入歳出決算額 １４０３万２０６３円

・介護保険特別会計歳入歳出決算額 ６３９万９８６８円

・後期高齢者特別会計歳入歳出決算額 １２９万２８５６円

・ほーらい館特別会計歳入歳出決算額 １０９８万１５２２円

・簡易水道特別会計歳入歳出決算額 ２０３万１７２６円

・上水道事業会計歳入歳出決算額（収益的部門） ６２２万６８８６円

　　　　同 　　  歳入歳出決算額（資本的部門） △８２万５１９２円

＜※なお、上水道事業会計（資本的部門）の赤字分は、過年度損益勘定留保資金において補填。＞

＜※資本的部門は、上水道事業における設備等に資する会計であり、昨年は災害等で設備に不具合

が生じ、補修・修繕を行ったため赤字が発生した。＞

～　町税・使用料・保育料等の納付についてのお願い　～
　各種税・分担金・負担金・使用料等で多額の収入未済額があり、特に経済状況の悪化や死亡・行方不明な

ど色々な理由があり、苦慮している状況にあると推測されるが、今後も町民相互の公平性を保つためにも法

律に基づいた滞納処分及び時効中断措置を行って財政健全化に努めていくべく町執行部へ監査委員から意見

書が提出されております。

　町の財産はすべての町民のものであり、その財産を子や孫に

残せるかは今いる私たちにかかっています。
　つきましては、町民の皆様におかれましても今後、益々財政が厳しくなることが予測されますが、より一

層のご理解とご協力をお願いいたします。

平成２３年度伊仙町一般会計他６特別会計歳入歳出決算報告
～　一般会計は１億２９８１万９９２２円の黒字決算も、歳入は前年度比－２４．９％減　～



議　会　だ　よ　り平成24年11月 （４）

平成２３年度伊仙町一般会計他
６特別会計歳入歳出決算報告
平成２３年度伊仙町一般会計他６特別会計歳入歳出決算について、予算執行の適正化を慎重に審査するため、去る
９月１９日に、同決算審査特別委員会において審査を行い、最終本会議で採決した結果をご報告いたします。

徳之島食肉センターが現在、稼働していない等11
について質疑があり、３町長、事務局、受注メ
ーカーで協議をした後に、広域連合議会を開催
します。その中で大きな前進が得られると考え
ていますとの答弁がありました。
交付税が減額されることが予想される中、今後22
の財政見通しはどうなっているのかという質疑
に対して、議会からの財政に関する提言等を順
守して、自主財源の確保等に努めて健全財政を
目指していきますとの答弁がありました。
財政健全化計画書を作成するよう要望があり、33
今後、作成しますとの答弁がありました。
前回、要望してありました成果説明書に関して44
は努力の結果が見られました。

　　

水質検査についての質疑に対して、毎月実施して11
いますとの答弁がありました。
指定管理者制度移行に関する質疑に対しては、指22
定管理者制度に移行する考えに変わりはないとの
答弁がありました。

一 般 会 計 に つ い て

採　決　の　結　果

徳之島交流ひろば「ほーらい館」について

請願書並びに陳情書の提出方法について
　請願書並びに陳情書は議会の開会中、閉会中を問わず、所定の用件を備えれば提出できます。但し、請願書と
陳情書の手続きが違いますので、以下の点をご参考頂いたうえでご提出くださいますようお願い申し上げます。
（請願書の手続き）
　議会に請願書を提出する場合は、議員の紹介が必要です（１人でも可）。また、請願書の表紙には提出者の氏名・
住所を記入、さらに紹介議員の署名又は記名押印をし、請願内容を要約して記載してください。
※「紹介」とは、請願の内容に賛意を表し、議会への橋渡しをすることである。
　上記の手続きが完了したら、議会事務局へ「伊仙町議会議長」宛で持参されるか、郵送でお送りください。
（陳情書の手続き）
　議会に陳情書を提出する場合は、特定の事項についての利害関係を具体的に記載し、代表者の氏名・住所を記
入して提出して下さい。
　上記の手続きが完了したら、役場企画課「伊仙町長宛」と、議会事務局「伊仙町議会議長」宛の両方へ提出し
てください。
※陳情に類するものに、嘆願書・要望書・決議書・意見書・要請書・お願いなどがあります。
（請願書・陳情書の審査について）
　請願・陳情書が提出された場合は、議会でそれを受理し、各委員会へ付託します。その際、審査当日に、現状
報告や課題点などを直接お聞きするために御出席頂く場合がありますので、予めご了承ください
　結果につきましては、後日郵送で送らさせて頂きます。

伊仙町議会

町民の皆様へ

●平成２３年度伊仙町一般会計歳入歳出決算　●平成２３年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算　●平成
２３年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算　●平成２３年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算　
●平成２３年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算　●平成２３年度伊仙町簡易水道特別会計
歳入歳出決算　●平成２３年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算

　以上 7件は全会一致で認定することと決定しました。



議　会　だ　よ　り 平成24年11月（５）

平成２４年第３回定例議会議決結果一覧（会期９/１１～２１）
番 号 議　　　　　案　　　　　等 採決結果

報 告 第 ３ 号 平成２３年度健全化判断比率 報 告

報 告 第 ４ 号 平成２３年度資金不足比率 報 告

議案第４７号 徳之島地域文化情報発信施設設置条例の制定 原案可決

議案第４８号 伊仙町国民健康保険高額療養資金貸付基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第４９号 伊仙町肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第５０号 平成２４年度伊仙町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第５１号 平成２４年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第５２号 平成２４年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第５３号 平成２４年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第５４号 平成２４年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第５５号 平成２４年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第３号） 原案可決

認 定 第 １ 号 平成２３年度伊仙町一般会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ２ 号 平成２３年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ３ 号 平成２３年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ４ 号 平成２３年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ５ 号 平成２３年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ６ 号 平成２３年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ７ 号 平成２３年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算 認 定

追加議案

議案第５６号 平成２４年度徳之島地域文化情報発信施設整備事業（本体・附属棟建築工事）請負変更契約について 可 決

以下余白

平成２４年第３回定例議会陳情結果一覧
番 号 件　　　　　　　　名 採決結果

陳 情 第 ６ 号 水道支線及び道路舗装についての陳情書 採 択

陳 情 第 ７ 号 東伊仙地区排水処理についての陳情書 継続審査

陳 情 第 ８ 号 農道及びさとうきび搬出道路の道路整備についての陳情 採 択

陳 情 第 ９ 号 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書の採択について 文書配布
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毎年報告されている、教育委員会活動の自己点検・
評価報告書。この中には、教育における事務の管理
及び執行の状況が記載されている。

度重なる大型台風の襲来で、町内の至るところで土
砂流出などの被害がありました。
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施
設
な
ど
多
大
な
被
害
が

あ
る
が
、
調
査
結
果
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
停
電
や

断
水
に
よ
っ
て
生
活
が
一
時
困

窮
し
た
が
、
対
応
は
ど
の
よ
う

に
し
た
か
。

問問

問問

問

問問

答

答答

答答

答

美島議員



い
る
。
申
請
経
過
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

徳
之
島
地
域
文
化
情
報

　
　
　

発
信
施
設
「
町
営
闘
牛

場
」
の
運
営
に
つ
い
て
、
同
施

設
の
名
称
は
、
建
て
前
だ
け
に

な
っ
て
、
実
態
は
ド
ー
ム
闘
牛

場
と
な
っ
て
、
闘
牛
興
業
が
過

熱
・
暴
走
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
と
町
民
は
憂
慮
し
て
い
る
。

人
々
の
心
を
和
や
か
に
す
る
慰

み
（
ナ
ク
サ
ミ
）
の
文
化
的
効

能
を
持
た
せ
る
為
に
も
、
伝
統

伝
承
民
俗
無
形
文
化
財
に
指
定

登
録
さ
れ
て
い
る
事
を
望
ん
で

へ
緊
急
避
難
を
行
っ
た
り
、
78

世
帯
の
安
否
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
断
水
の
た
め
飲
料
水
を

配
達
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
配
布

な
ど
全
力
で
対
策
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

各
関
係
組
織
等
と
の
ご
協
力
も

頂
き
、
支
援
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

農
業
振
興
に
つ
い
て
、

　
　
　

平
成
23
年
度
の
農
業
生

産
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
実
施

さ
れ
た
事
業
の
経
過
や
事
後
確

認
等
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
成

果
が
公
表
で
き
る
か
。
さ
ら
に
、

農
家
所
得
、
町
民
所
得
は
い
く

ら
か
。

　
　
　

サ
ト
ウ
キ
ビ
が
９
億
７
６

　
　

   

５
０
万
円
、
園
芸
関
係
が

15
億
２
６
８
３
万
円
、
畜
産
関
係

が
９
億
４
７
５
８
万
円
で
す
。
百

菜
と
Ｊ
Ａ
奄
美
婦
人
部
、
そ
の

他
で
３
８
６
２
万
円
で
合
計
が

34
億
９
９
５
５
万
円
で
す
。

農
家
所
得
に
お
い
て
は
１
４
２
万

円
で
、
町
民
１
人
あ
た
り
の
所
得

は
１
３
９
万
８
０
０
０
円
で
す
。

各
組
織
の
活
動
状
況
等
の
公
表

に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検
討

議　会　だ　よ　り 平成24年11月（７）

徳之島の新しい情報発信施設として期待されるが、
維持管理の徹底が望まれる。

　
　
　

全
職
員
で
被
害
調
査
を

　
　
　

行
い
ま
し
た
の
で
、
各

課
毎
に
被
害
状
況
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

（
総
務
課
）
住
宅
、
建
物
の
半
壊

や
一
部
破
損
な
ど
で
44
軒
。

（
建
設
課
）
45
カ
所
の
災
害
が
あ

り
ま
し
た
が
、
建
設
業
協
会
の

ご
協
力
で
処
置
が
で
き
ま
し
た
。

災
害
申
請
を
予
定
し
て
い
る
所

が
７
カ
所
で
す
。
ま
た
、
公
営

住
宅
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

（
耕
地
課
）
１
４
５
件
あ
り
ま
す

が
、
道
路
の
決
壊
、
山
林
崩
壊

で
圃
場
へ
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ

り
、
圃
場
の
土
が
流
さ
れ
た
り

し
て
い
ま
す
が
、
予
算
の
範
囲

以
内
で
随
時
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
水
道
課
）各
浄
水
場
の
濾
過
機
、

ポ
ン
プ
等
の
機
能
停
止
、
情
報

の
断
絶
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
は
復
旧
作
業
を

早
急
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

（
経
済
課
）
被
害
総
額
が

１
億
２
千
６
８
万
円
で
す
。

（
保
健
福
祉
課
）
高
齢
者
や
要
援

護
者
等
を
仙
寿
の
里
や
親
戚
宅

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ

　
　
　

い
て
、
事
務
分
掌
を
理

解
し
、
職
務
に
専
念
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
職
員
数
は
何
名
か
。

　
　
　

職
員
の
資
質
向
上
に
お

　
　
　

い
て
課
長
会
、
課
内
会

議
、
臨
時
職
員
の
会
、
年
代
別

に
職
員
の
意
見
交
換
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
不
祥
事
の
再
発
防

止
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
市

町
村
で
の
事
故
の
例
、
過
去
の

事
例
等
を
参
考
と
し
て
指
導
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
規

職
員
１
３
４
名
、
嘱
託
職
員
16

名
、
期
限
付
き
職
員
89
名
の
合

計
２
３
９
名
で
す
。

問問

問

問

答

答

答

答

答

上木議員

　
　
　

手
順
と
し
ま
し
て
、
教

　
　
　

育
委
員
会
は
指
定
し
よ

う
と
す
る
無
形
文
化
財
を
、
伊

仙
町
文
化
財
保
護
審
議
会
に
諮

問
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
９
月
５
日
実
施
の
同
審

議
会
で
は
、
闘
牛
文
化
の
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
登
録
に
関

す
る
要
望
書
が
、
徳
之
島
闘
牛

連
合
会
よ
り
上
程
さ
れ
、
継
続

審
議
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
徳
之
島
の
闘
牛
文

化
に
つ
い
て
は
、
４
０
０
年
以

上
も
前
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、

徳
之
島
を
代
表
す
る
伝
統
文
化

で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
小
・
中
学
生
を
含
め
て
生

徒
指
導
上
の
課
題
も
あ
る
の
で
、

学
校
の
意
見
や
考
え
方
を
広
く

聞
い
て
み
よ
う
と
い
う
事
で
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
で
き

れ
ば
３
町
の
足
並
を
そ
ろ
え
た

方
が
良
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

今
回
は
継
続
審
議
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

公
設
闘
牛
場
に
ふ
さ
わ

　
　
　

し
い
管
理
運
営
の
あ
り

方
や
、
闘
牛
ル
ー
ル
の
取
り
き

め
な
ど
に
つ
い
て
、
観
光
協
会
、

闘
牛
協
会
と
話
し
合
い
協
定
・

約
定
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

維
持
管
理
に
関
し
て
は
、

　
　
　

数
年
間
は
伊
仙
町
の
方

で
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思



と
し
て
、
日
本
中
に
、
そ
し
て

世
界
中
の
方
々
に
評
価
さ
れ
て

い
く
事
に
つ
な
が
る
し
、
そ
の

事
が
、
観
光
交
流
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
島
外
か
ら
多
く
の
人

達
が
来
て
、
そ
れ
で
外
貨
を
稼

ぐ
こ
と
に
繋
が
ら
な
け
れ
ば
、

こ
の
施
設
を
造
っ
た
意
味
は
な

い
と
お
も
い
ま
す
。

　
　
　

施
設
運
営
の
総
事
業
費
、

　
　
　

今
後
の
償
還
額
、
維
持

管
理
の
負
担
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ

い
く
ら
に
な
る
か
。

　
　
　

全
天
候
型
闘
牛
場
本
体
施

　
　
　

設
、
２
億
２
１
０
３
万

７
０
０
０
円
（
奄
振
非
公

共
、
補
助
率
は
国
50
％
、
県

10
％
、
町
40
％
）
駐
車
場

建
設
等
の
効
果
促
進
事
業

１
億
３
６
２
７
万
５
０
０
０
円

（
国
交
省
、
補
助
率
は
国
70
％
、

町
30
％
）
で
あ
り
ま
す
。
起
債

に
つ
い
て
は
、（
効
果
促
進
事
業
、

駐
車
場
）
部
分
は
４
０
８
０
万

円
で
金
利
が
０
．
７
％
、
利
息

が
１
８
７
万
２
４
５
１
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
効
果
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
80
％
が

体
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
潟
県
山
古
志
村
で
は
、
国
指

定
の
重
要
無
形
文
化
財
に
な
っ

て
お
り
、
闘
牛
内
容
は
鼻
綱
を

切
ら
な
い
で
、
勝
負
も
付
け
な

い
方
法
で
す
。
島
根
県
隠
岐
の

島
で
は
、
県
・
町
の
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
宇
和
島
は
徳
之
島
と

同
じ
よ
う
に
鼻
綱
を
切
り
離
し
、

勝
負
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
国
指
定
の
選
択
無
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

徳
之
島
も
宇
和
島
と
同
じ
よ
う

な
環
境
整
備
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
違
法
犯
罪

を
断
固
排
除
す
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
す
。

　
　
　

防
災
に
つ
い
て
、
台
風

　
　
　

15
号
が
発
生
し
て
、
沖

縄
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
観
測

史
上
最
大
級
で
あ
る
旨
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
等
で
報
じ
ら
れ
、

町
で
も
同
じ
よ
う
な
放
送
が
あ

議　会　だ　よ　り平成24年11月 （８）

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の

伝
統
文
化
情
報
発
信
施
設
か
ら

闘
牛
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
い
ろ
ん

な
情
報
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
運
営
状
況
に
関
し
ま
し
て

は
、
今
回
の
施
設
条
例
の
中
に

書
い
て
あ
る
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
の
闘
牛

の
あ
り
方
を
、
こ
の
機
会
に
大

き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
意
味
が
な
い
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
非
行
の
温
床
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
教
育
面
に
関
し
て
も
、
伝
統

文
化
と
し
て
立
派
な
文
化
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
文
化
を
我
々

徳
之
島
だ
け
で
満
喫
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
良
い
も
の
は
広
く

情
報
公
開
し
て
、
世
界
中
に
ス

ポ
ー
ツ
等
の
よ
う
な
形
で
楽
し

ん
で
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
大

き
な
目
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
大
変
な
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
一

部
に
あ
り
ま
し
た
、
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
を
絶
対
払
拭
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
事
で
、
闘
牛

文
化
が
よ
り
素
晴
ら
し
い
文
化

答

答

答 交
付
税
措
置
で
返
っ
て
き
ま

す
。
本
体
部
分
に
つ
い
て
は
、

６
６
３
０
万
円
が
起
債
で
あ
り

ま
す
。
金
利
は
１
．
６
％
、
利

息
は
９
２
３
万
４
３
７
９
円
で

あ
り
ま
す
。
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
水
道
、
高
熱
、
浄
化
槽

管
理
費
が
発
生
し
ま
す
が
、
歳

入
歳
出
が
合
致
す
る
よ
う
年
間

計
画
を
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
追
い
付
か
な
い
場
合

は
、
屋
内
の
パ
ネ
ル
上
に
屋
内

広
告
を
募
っ
て
維
持
管
理
費
に

充
当
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

動
物
と
慣
れ
親
し
み
、

　
　
　

肌
で
温
も
り
を
感
じ
な

が
ら
、
愛
情
や
命
の
尊
さ
を
学

び
、
心
豊
か
な
人
間
に
成
長
す

る
、
動
物
愛
護
の
精
神
と
真
剣

勝
負
で
決
戦
、
闘
争
さ
せ
る
闘

牛
は
諸
刃
の
剣
で
あ
る
。
闘
牛

賭
博
は
顕
在
化
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
町
民
を
善
導
す

る
具
体
策
を
問
う
。

　
　
　

現
在
闘
牛
は
、
全
国
の

　
　
　

９
自
治
体
で
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
闘

牛
サ
ミ
ッ
ト
も
交
互
に
９
自
治

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
停
電
に

な
る
と
通
信
手
段
が
寸
断
さ
れ
、

午
後
３
時
頃
以
降
は
ま
っ
た
く

電
話
連
絡
さ
え
も
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
町
民
は
、
孤
立
し

た
よ
う
な
心
情
に
な
り
不
安
な

夜
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
台
風
15
号
か
ら
学
ぶ
べ
き

問
題
点
は
な
か
っ
た
の
か
。
防

災
行
政
無
線
が
あ
る
が
、
活
用

で
き
な
か
っ
た
理
由
は
な
に
か
。

消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
等
の

活
用
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　

通
信
情
報
、
広
報
等
が

　
　
　

う
ま
く
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
部
分
が
最
大
の
問
題
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
事

前
の
対
応
と
し
て
広
報
活
動
、

さ
ら
に
各
課
の
役
割
分
担
、
災

害
警
戒
本
部
の
設
置
か
ら
対
策

本
部
へ
の
判
断
の
仕
方
な
ど
、

踏
み
込
ん
だ
細
か
な
体
制
を
確

立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　
　

漁
業
振
興
に
つ
い
て
、

　
　
　

現
在
町
で
は
、
ど
の
よ

う
な
振
興
策
を
考
え
て
い
る
の

明石議員

問

問

問

問



度
々
周
辺
道
路
が
通
行
止
め
に

な
り
、
民
家
の
浸
水
及
び
上
流

の
畑
を
水
没
さ
せ
て
し
ま
う
状

況
に
対
す
る
改
善
要
望
で
し
た
。

そ
の
場
所
は
、
県
の
道
路
拡
幅

工
事
の
目
途
が
は
っ
き
り
せ
ず
、

県
と
町
双
方
が
永
年
放
置
し
て

い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
水
が
あ
ふ
れ

出
て
、
付
近
の
道
路
や
畑
の
冠

水
民
家
の
床
下
浸
水
程
度
で
済

ん
で
い
る
訳
で
す
け
れ
ど
、
こ

の
ま
ま
放
置
し
続
け
る
と
主
要

幹
線
道
路
が
通
行
止
め
に
な
り
、

災
害
対
策
や
緊
急
車
両
の
出
動

に
支
障
が
で
る
ば
か
り
で
な
く
、

家
屋
や
県
道
の
流
出
、
さ
ら
に

は
近
隣
住
民
や
通
行
人
の
生
命

ま
で
も
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

事
態
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
い

ま
す
。
町
内
に
は
他
に
も
数
カ

所
、
同
様
の
箇
所
が
あ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
被
害
が
拡
大

す
る
前
に
、
緊
急
に
対
策
を
検

討
で
き
な
い
か
、
質
問
し
ま
す
。

　
　
　

県
道
の
拡
幅
工
事
に
関

　
　
　

わ
る
県
の
担
当
者
は
、

費
用
を
抑
え
る
よ
う
に
立
ち
退

き
交
渉
を
薦
め
て
い
く
考
え
で

あ
り
、
伊
仙
町
民
が
お
互
い
に

町
全
体
の
利
益
と
い
う
か
、
安

全
対
策
の
為
に
、
み
ん
な
で
考

え
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
が
必

要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
今
後
残
さ
れ
て

い
る
道
路
す
べ
て
に
お
い
て
、

基
本
的
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方

で
い
か
な
い
と
、
一
人
が
そ
こ

に
新
し
く
県
道
が
予
定
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
家
を
造
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
県
は
絶

対
に
道
路
を
造
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
地
権
者
に
対
し

て
は
協
力
し
て
頂
く
よ
う
話
を

し
て
い
き
ま
す
し
、
他
の
下
流

箇
所
で
の
氾
濫
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
早
急
に
総
合
的
な
対

策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

防
災
放
送
設
備
の
あ
り

　
　
　

方
に
つ
い
て
、
防
災
放

送
設
備
は
台
風
等
の
災
害
発
生

時
に
お
い
て
こ
そ
、
活
用
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
各
家
庭
に
敷
設

さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機

は
停
電
時
に
は
全
く
機
能
し
な

い
の
か
。

　
　
　

各
家
庭
に
敷
設
さ
れ
て

　
　
　

い
る
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機

は
停
電
時
に
は
機
能
せ
ず
、
こ

れ
が
欠
点
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

現
在
使
用
し
て
い
る
Ｉ

　
　
　

Ｐ
告
知
端
末
機
に
、
充

電
や
電
池
使
用
を
可
能
と
す
る

な
ど
の
機
能
改
善
を
行
い
、
停

電
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
な
改

善
は
行
え
な
い
の
か
。

　
　
　

充
電
バ
ッ
テ
リ
ー
の
装

　
　
　

置
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
設
置
す
る
に
は
取
り
付
け

工
事
費
は
別
と
し
て
、
１
台
に

つ
き
約
２
万
円
、
町
内
の
約

３
６
０
０
戸
に
設
置
す
る
と
な

る
と
、
７
０
０
０
万
円
以
上
の

財
源
が
必
要
と
な
り
、
現
在
の

財
政
状
況
下
に
お
い
て
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
　
　

停
電
時
に
は
、
町
内

　
　
　

33
カ
所
に
設
置
さ
れ
て

で
す
か
ら
、
そ
れ
を
検
討
し
て

船
揚
げ
場
の
整
備
等
は
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

東
伊
仙
住
民
に
と
っ
て

　
　
　

永
年
の
懸
案
事
項
で
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
９
月
議
会
に

陳
情
書
と
し
て
あ
が
っ
て
き
て

い
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
県
道

の
下
を
通
っ
て
い
る
排
水
路
が
、

県
道
付
近
で
詰
ま
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
場
所
で
の
水
の
流
れ
を
遮

る
の
で
、
台
風
等
の
大
雨
時
に

か
。
ま
た
、
台
風
時
に
は
常
に

船
を
陸
揚
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
船
揚
げ
場
が
整
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ト
イ
レ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

い
つ
ま
で
も
放
置
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
町
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

離
島
漁
業
再
生
支
援
事

　
　
　

業
を
平
成
22
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

　

船
揚
げ
場
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
や
漁
業
組
合
と
相
談

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

県
内
、
郡
内
を
視
察
し
た
と

き
に
、
特
に
本
土
に
お
い
て
漁

港
の
整
備
が
格
段
と
進
ん
で
い

る
こ
と
は
、
い
つ
も
び
っ
く
り

し
て
い
ま
す
。
離
島
振
興
法
の

な
か
で
の
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

い
ろ
ん
な
漁
港
周
辺
の
港
湾
等

の
整
備
も
含
め
て
、
な
ぜ
奄
美
、

徳
之
島
に
お
い
て
は
漁
港
の
整

備
が
遅
れ
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
に
も
い

ろ
ん
な
補
助
事
業
が
あ
る
わ
け
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問

問
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答

答
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福留議員 台風が押し寄せると、路上に船揚げされる。今後は、
災害を考慮した漁港整備が必要となってくる。

災害に伴う停電時に、注意
喚起を促すため、とても重
要な役割を担う防災無線。



　
　
　

観
光
行
政
に
つ
い
て
、

　
　
　

長
寿
の
里
公
園
（
泉
重

千
代
翁
銅
像
建
立
地
）・
泉
重
千

代
翁
宅
の
維
持
管
理
で
、
屋
根

の
葺
き
替
え
等
、
周
辺
の
整
備

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
の
ほ
う
で
も
泉
重
千

　
　
　

代
翁
宅
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
本
事
業
の
申
請

や
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
３
度

ほ
ど
国
・
県
に
要
望
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
自
宅
を
含
め
、

土
地
自
体
が
私
有
地
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
「
不
採
択
」
に
な

っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
私
有
地
と
い
う
こ

と
を
解
決
す
る
た
め
に
、
登
記

簿
等
を
調
べ
、
現
在
関
係
書
類

の
収
集
を
進
め
て
い
る
段
階
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
登
記
が

非
常
に
複
雑
な
関
係
上
、
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。
屋
根
の
部
分
に
つ
き
ま

し
て
は
、
材
料
代
を
出
し
て
集

落
の
方
で
補
修
す
る
と
い
う
形

で
も
出
来
た
ら
、
一
番
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
周
辺
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
以
前
は
県
に
地
域

振
興
事
業
で
提
案
し
て
ま
い
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
周
辺

整
備
も
含
め
て
検
討
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　

住
宅
建
設
に
つ
い
て
は
、

　
　
　

町
で
は
な
か
な
か
進
ま

ず
、
町
民
の
要
望
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
て
な
い
と
思
う
が
、

県
営
住
宅
な
ど
誘
致
は
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
模
索
な
ど
は
し

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

県
営
住
宅
に
つ
い
て
県

　
　
　

と
い
た
し
ま
し
て
は
、

10
年
程
前
か
ら
建
設
を
し
て
い

か
な
い
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
与
論

　
　
　

国
指
定
の
文
化
財
カ
ム

　
　
　

ィ
ヤ
キ
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
案
内
板
な
ど
新
し
く

整
備
を
行
い
、
管
理
す
べ
き
と

思
う
。
特
に
第
５
支
郡
に
行
く

場
合
、
道
さ
え
な
い
状
態
だ
が
、

今
後
整
備
の
計
画
等
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
整
備
つ

　
　
　

い
て
は
、
国
・
県
よ
り

早
急
に
進
め
て
、
伊
仙
町
が
策

定
す
る
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

と
矛
盾
し
な
い
整
備
計
画
を
作

成
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
、
本

町
の
ほ
う
で
は
、「
歴
史
文
化
基

本
構
想
」
を
す
る
予
定
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
陶
器
窯
跡
の

整
備
計
画
書
を
作
成
し
、
案
内

板
ま
た
は
遊
歩
道
等
を
整
備
し

て
、
今
後
は
観
光
に
結
び
つ
け

て
い
け
る
よ
う
な
計
画
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
奄

美
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
時
に

孤
立
し
た
集
落
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
と
き
に
最
も
活
躍
し

た
の
が
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま

す
。
次
期
奄
振
に
強
く
要
望
し

て
、
徳
之
島
３
町
広
域
に
お
け

る
Ｆ
Ｍ
「
徳
之
島
Ｆ
Ｍ
」
を
立

ち
上
げ
、
災
害
時
に
役
立
つ
よ

う
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

放
送
の
み
に
な
り
ま
す
が
、
今

回
の
台
風
に
よ
る
暴
風
雨
の
な

か
、
33
カ
所
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ

ー
だ
け
で
、
す
べ
て
の
住
民
に

正
確
な
情
報
伝
達
が
で
き
た
と

思
う
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
る
つ
も
り
な

の
か
。

　
　
　

も
の
す
ご
い
強
風
で
し

　
　
　

た
の
で
、
恐
ら
く
な
か

な
か
聞
き
取
れ
な
い
状
況
だ
っ

た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
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前議員

「南島考古学史上最大の発見」とされてカムィヤキ。
国指定となった史跡は、これからも伊仙町の財産と
して守り続けることが重要である。

町
が
県
営
住
宅
と
町
営
住
宅
を

統
合
し
た
形
の
住
宅
建
設
が
つ

い
最
近
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

理
由
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
企

業
誘
致
の
た
め
の
住
宅
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
な
ど
、
申
請
の

段
階
で
県
を
説
得
し
、
出
来
た

よ
う
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

営
住
宅
に
関
し
て
も
、
例
え
ば

子
供
の
義
務
教
育
を
修
了
す
る

ま
で
の
期
間
限
定
で
の
入
居
等

で
あ
れ
ば
県
営
住
宅
も
可
能
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含

め
て
、
本
町
の
特
殊
性
な
ど
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
申
請
書
を

作
成
し
、
県
を
納
得
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
　

農
道
補
修
整
備
に
つ
い

　
　
　

て
、
台
風
15
号
の
影
響

に
よ
り
、
農
道
の
路
面
の
流
出
、

路
肩
の
崩
壊
が
町
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
あ
る
が
、
農
産
物
の
搬

出
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
恐

れ
の
あ
る
箇
所
は
、
速
や
か
に

補
修
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
が
ど
う
か
。



　
　
　

生
ゴ
ミ
の
自
家
処
理
に

　
　
　

つ
い
て
、
ゴ
ミ
処
理
場

へ
の
生
ゴ
ミ
の
搬
入
が
大
き
な

コ
ス
ト
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
生
ゴ
ミ
の
自
家
処
理
を
推

進
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　

以
前
、
家
庭
用
生
ゴ
ミ

　
　
　

処
理
容
器
コ
ン
ポ
ス
ト

を
環
境
課
に
て
斡
旋
、
販
売
を

し
て
、
半
額
町
の
補
助
で
あ
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
電
気
で
処

理
を
行
う
家
庭
用
生
ゴ
ミ
処
理

機
に
補
助
等
が
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
今
後
検
討
し
、
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　
　

防
災
関
係
に
お
い
て
、

　
　
　

地
震
及
び
津
波
対
策
は

日
頃
か
ら
怠
ら
な
い
よ
う
に
と

考
え
る
が
、
避
難
訓
練
、
避
難

場
所
、
緊
急
時
の
生
活
用
品
の

配
布
等
、
ど
の
よ
う
た
対
策
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

避
難
訓
練
・
避
難
場
所

　
　
　

は
、
３
町
合
同
防
災
検

討
会
を
実
施
し
、
今
月
10
月
21

日
に
３
町
一
斉
防
災
訓
練
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
訓
練
を
通
し

て
、
防
災
に
対
し
て
意
識
づ
け

明
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

奄
美
創
出
支
援
事
業
、
奄
振
事

業
を
利
用
し
、
平
成
25
年
度
期

に
導
入
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
　
　

環
境
衛
生
関
係
に
つ
い

　
　
　

て
、
ゴ
ミ
処
理
場
の
施

設
機
能
の
現
状
と
施
設
内
の
不

法
処
置
状
態
の
ゴ
ミ
の
管
理
並

び
に
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

２
基
あ
る
焼
却
炉
の
制

　
　
　

御
部
品
が
壊
れ
、
１
基

し
か
動
い
て
い
な
い
状
態
で
、

現
在
修
理
中
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
状
況
で
今
回
の
台
風
で
の
停

電
等
で
ゴ
ミ
処
理
が
遅
れ
て
い

る
状
態
で
す
が
、
今
後
２
基
と

も
稼
働
す
れ
ば
、
敷
地
内
の
野

積
み
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
は
分
別

を
し
て
、
粗
大
ゴ
ミ
は
細
か
く

切
断
を
し
て
焼
却
処
理
を
年
末

ま
で
に
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

平
成
24
年
度
か
ら
28
年

　
　
　

度
ま
で
の
５
年
間
継
続

し
て
い
く
「
農
地
・
水
保
存
管

理
支
払
交
付
金
」
と
併
せ
な
が

ら
、
今
回
補
正
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
早
急
に
農
産
物

の
搬
出
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

様
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議　会　だ　よ　り 平成24年11月（11）

問

問

問

問

答

答

答

答

答

琉議員

　
　
　

経
済
産
業
関
係
に
つ
い

　
　
　

て
、
農
業
経
営
の
安
定

化
対
策
と
し
て
、
台
風
常
襲
地

で
あ
る
徳
之
島
に
お
い
て
、
風

害
防
止
対
策
は
大
き
な
経
営
安

定
に
つ
な
が
る
が
、
農
政
に
お

け
る
台
風
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

農
業
経
営
に
は
、
台
風

　
　
　

に
よ
る
夏
場
の
予
想
野

菜
の
普
及
が
非
常
に
重
要
な
課

題
で
、
夏
場
の
台
風
防
護
対
策

あ
る
い
は
、
防
虫
・
防
風
対
策

に
平
張
ハ
ウ
ス
の
導
入
を
計
画

し
、
導
入
希
望
者
に
対
す
る
説

敷地内に山積している粗大ゴミ。早急な対応が求め
られるが、時間と費用が課題とされている。（写真は、
議会合同視察時）

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
緊
急
時
の
生
活
用

品
の
配
布
も
、
財
政
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

※
行
財
政
関
係
、
教
育
関
係
、

建
設
関
係
に
つ
い
て
も
一
般
質

問
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
議
会
事
務
局
に
常
備
し

て
あ
り
ま
す
会
議
録
を
閲
覧
下

さ
い
。



今、各自治体や新聞社
から注目されています

！
議　会　だ　よ　り平成24年11月 （12）

委
員
長	

琉
　
　
理
人

副
委
員
長	

清
水
喜
玖
男

委
　
　
員	

永
岡
　
良
一

委
　
　
員	

前
　
　
徹
志

委
　
　
員	

伊
藤
　
一
弘

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

町
民
の
皆
様
、
毎
日
の
お
勤
め
や
農
作
業
お
疲
れ
様
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
度
「
議
会
だ
よ
り
」
11
月
号
発
行
に
あ
た
り
、

編
集
後
記
を
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
歴
史
的
な
巨
大
台
風

が
次
々
と
襲
来
し
、
本
町
に
お
い
て
も
家
屋
の
損
壊
や
農

作
物
が
甚
大
な
被
害
に
遭
い
、
電
気
や
水
道
な
ど
が
長
時

間
使
用
不
能
に
な
る
な
ど
、
町
民
は
大
き
な
不
安
に
苛
ま

れ
る
こ
と
と
な
り
、
心
身
と
も
に
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
か
っ

た
も
の
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
に
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
慎
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
自
然
災
害
を
通
じ
て
改
め
て
人
と
人
と
の

絆
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
台
風
の
爪

痕
が
残
る
な
か
、
至
る
と
こ
ろ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

撤
去
作
業
を
さ
れ
て
い
る
方
々
や
各
業
種
の
皆
様
の
ご
厚

意
に
よ
り
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
迅
速
な
対
応
に
驚

か
さ
れ
、
ま
た
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

こ
と
に
対
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
発
行
さ
れ
ま
し
た
「
議
会
だ
よ
り
」
11
月
号
に
お

い
て
は
、
皆
様
に
直
接
関
係
す
る
内
容
や
昨
年
度
の
決
算

報
告
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は

冒
頭
に
も
あ
り
ま
す
、
災
害
を
通
じ
て
改
め
て
学
ん
だ
教

訓
を
活
か
し
て
、
町
民
の
生
活
や
安
全
性
を
い
か
に
し
て

守
れ
る
の
か
議
論
を
深
め
、
目
に
見
え
る
形
で
町
民
の
皆

様
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
や
ご
感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　

前　

徹
志
）

編
集
後
記

〜「議会中継」インターネットで随時配信中〜
　ご視聴ありがとうございます。
　おかげさまで，通算９，８００アクセスを突破。町民の皆様をはじめ，町内外からお寄せいただいた
ご意見やご要望，また納めた税金がどのように使われているのか，すべてが議会中継で視聴できます。
議会中継の放送時間は，議会開会中は生放送を行っており，生放送が視聴できない方の為の録画配信
は，「２４時間いつでも」インターネット環境が整っているお手持ちのパソコン，またはスマートフォ
ンから視聴可能です。
　ご覧になられたことがない方は，ぜひこの機会にご覧いただきますようご案内致します。

連絡先
伊仙町議会事務局（椛山，佐平）
ＴＥＬ：０９９７−８６−３１１１（内１６）ＦＡＸ：０９９７−８６−２３０１
住所：〒８９１−８２９３　鹿児島県大島郡伊仙町大字伊仙１８４２番地

アクセス方法
伊仙町公式ＨＰをアクセス→伊仙町公式ＨＰ内の左にあ
るアイコンをアクセスすれば視聴可能です。
アクセス後ＵＳＴＲＥＡＭのサイトへ移行します。

※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。
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う
ご
き

平
成
24
年
７
月

10
日	

平
成
24
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会
告
示

13
日	

平
成
24
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会
（
本
会

議
場
）
議
員
全
員

24
日	

徳
之
島
三
カ
町
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
役
員
会	

（
天
城
町
議
会
会
議
室
）
正
・
副
議
長
、
２
常
任
委
員

長
、
事
務
局

25
日	

議
会
広
報
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）
議
長
・

広
報
編
集
委
員
５
名
、
事
務
局

26
日	

平
成
25
年
度
公
立
高
等
学
校
生
徒
募
集
策
定
地

区
説
明
会
（
天
城
町
）
議
長

26
日	

こ
ど
も
議
会
（
本
会
議
場
）
議
長
、
事
務
局

27
日	

伊
仙
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
総
会

（
伊
仙
町
中
央
公
民
館
）
議
長

30
日	

伊
仙
町
都
市
公
園
等
統
合
事
業　

義
名
山
体
育

館
増
築
工
事
地
鎮
祭
（
義
名
山
体
育
館
）
議
員
全
員

平
成
24
年
８
月

４
～
５
日　

関
西
伊
仙
町
連
合
会
定
期
総
会
（
大
阪

市
）
議
員
全
員

13
日	

奄
美
テ
ィ
ダ
委
員
会
（
奄
美
市
）
議
長

18
日	

金
婚
式
（
ほ
ー
ら
い
館
）
議
員
全
員

30
日	
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之
島
地
区
野
菜
部
会
総
会

（
ほ
ー
ら
い
館
）
議
長

平
成
24
年
９
月

４
日	

平
成
24
年
伊
仙
町
議
会
第
３
回
定
例
会
告
示

10
日	

議
会
運
営
委
員
会	

（
議
会
委
員
会
室
）
議

長
、
議
会
運
営
委
員
５
名
、
事
務
局

11
～
21
日　

平
成
24
年
第
３
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会

（
本
会
議
場
）
議
員
全
員

23
日	

伊
仙
町
内
各
中
学
校
体
育
祭
（
町
内
各
中
学

校
）
議
員
全
員
、
事
務
局
長

29
～
30
日　

伊
仙
町
内
各
小
学
校
運
動
会
（
町
内
各
小

学
校
）
議
員
全
員
、
事
務
局
長


